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韓国の地域社会の長期的展開 
―「門中の時代」再考― 
 
嶋 陸奥彦 
 
 
１．集落と行政単位のレベルでみた地域社会の展開：17 世紀末～1970 年代 
１－１ 朝鮮時代後期 
１－２ 植民地時代～解放後 
２．父系親族集団のレベルで見た地域社会の展開 
２－１ トバギ集団の成立と展開 
２－２ 父系親族集団の持続性と流動性 
３．戸のレベルにおける持続性と流動性：17世紀末～19世紀後半 
３－１ 祖先の地に住み続ける 
３－２ 地域内に子孫を残す 
４．韓国社会および韓国社会研究における門中の位置づけ 
５．残された課題：移動する人々 
 
 
 人類学における韓国の社会組織研究では、第二次大戦後の研究活動の本格的復興当初1
は、親族組織においても村落組織においても、検討の主眼はその伝統的側面（持続的構造）
におかれ、中でも家族や門中は伝統的親族組織を代表するものとみなされていた。その後、
親族組織の歴史的変遷がかなりはっきりと解明されてきたことによって、制度的側面の持
続性は大きく見直されることになった。さらに近年では、中国朝鮮族や韓国人のディアス
ポラ化現象などに顕著に見られるような地理的移動の側面への関心も高まってきている2。 
本稿の目的は、韓国の地域社会の特色を歴史人類学的視点から再考察することである。
具体的には、①一つの地域社会の 16 世紀3から現代に至る長期的展開を、地域社会を構成
する集落、親族集団、および世帯の三つのレベルで、持続性と流動性の両面から分析し、
②その結果を現在の民族誌的調査の結果と重ね合わせて 5世紀にわたる地域社会の状況を
 
1 日本において韓国の人類学的な研究が再開されたのは 1960 年代末～70 年代初頭だが、同時
期は、韓国においても本格的な調査研究が始められた時期であり、また欧米、特にアメリカの
人類学者の研究も活発化した時期である。そのころの代表的な研究としては、金宅圭 1964, 李
光奎 1975, 中根千枝編 1973, V. Brandt 1971, R. L. Janelli & D. Y. Janelli 1982 などがあげ
られる。 
2 2007 年 10 月に開催された韓国・朝鮮文化研究会第 8 回研究大会のシンポジウムは「移動と
いう視座 － 空間・場所・地域をめぐって」をテーマに掲げた。 
3 16 世紀というのは、17 世紀末の戸籍に記録された祖先の系譜によって遡ることのできる時
間的上限である。 
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再現し4、③その視野の中に伝統的社会組織の一つと見なされてきた門中というものを改め
て位置づけつつ、④この再考察を通して新たな課題を提起することである。それは従来の
持続的側面への関心と、近年の移動への関心の接点を探る試みでもある。主たる資料は朝
鮮時代後期の戸籍5と、現地調査による聞き取り6、ならびに現地調査に際して入手した当
該地域の氏族集団の族譜である。朝鮮時代の大丘府に所属する地域の戸籍である大丘帳籍
は、1681 年から 1876 年までのもの併せて 188 冊が奎章閣に所蔵されて現在に伝わってい
る（金炫榮 1999:336.）が、本稿では 1690 年、1720 年、1729/32 年、1783 年、1858
年の戸籍を利用することにする7。 
 韓国第三の大都市大邱の市街地の南には、東から西に山城山（海抜 653 メートル）、ア
プサン（前山）（685 メートル）、大徳山（583 メートル）、その南に青龍山（792 メー
トル）という四つの峰を含む山塊がある。琵瑟山と総称される山塊である。本稿で分析の
対象とする月背地域は、この山塊から北西にむかって下る斜面が洛東江の平野に続いてゆ
く一帯に位置している。 
 月背地域は朝鮮時代に大丘府所属の行政単位であった租岩坊および月背坊8のあった地
域にほぼ該当する（図 1）。1914 年の行政区画整理によりこの二つの行政単位は統合され
て達城郡月背面となった。月背面は 1958 年に一旦大邱市に編入されたが、1963 年にもう
一度達城郡月背面に戻され、大邱市の発展とともに次第に人口が増加して、1979 年に月背
邑に昇格した。その後 1981 年 7 月 1 日に大邱市が直轄市になった時に改めて大邱市南区
に編入され、さらに 1988 年に達西区に編入されて現在に至っている。この間、1963 年に
松峴洞が、また 1973 年には大谷洞が月背面に編入された。松峴洞は朝鮮時代には甘勿川
 
4 この部分は、集落とトバギ集団の持続性（第 1 節および第 2 節 1）と、集団や戸の流動性（第
2 節 2 および第 3 節）の対比のなかに読み取ることができる。 
5 基礎的な戸籍分析作業は 1987 年から 1995 年にかけておこなった。 
6 現地調査は 1996 年から 2004 年にかけておこなった。 
7 本稿の ２－２（父系親族集団の持続性と流動性）および ３(戸レベルにおける持続性と流
動性)は、拙稿 1996a で提示した内容と重複する。ただし、前稿では月背坊の辰泉里以下の戸
籍はまだ分析されていなかったが、今回は祖岩坊・月背坊全体を分析対象に含めた。また前稿
は戸籍分析のみによる考察だったが、今回はそれを現地調査の結果と組み合わせることで、よ
り具体的な地域社会に即した考察を試みた。 
 なお、分析する戸籍の年代のうち４つまでは戸籍研究の先駆者である四方博の選択した年代
と同じである。しかし 1729/32 年の戸籍には月背坊の辰泉里以下が欠落しているので、それを
補うために 1720 年の記録を利用した。四方自身がこれら 4 つの式年の戸籍を分析対象とした
のは、他の式年に比べて良い状態で戸籍が残っているという理由があったと考えられる。 
8 19 世紀に入ると、行政単位の名称は坊から面に変更された。 
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坊、植民地時代から 1958 年までは達城郡城西面に所属していた。もう一方の大谷洞は朝
鮮時代の仁興坊の一部であり、1914 年以降は花園面に所属していた。本稿では、朝鮮時代
から現代までという視野で検討する都合上、朝鮮時代の租岩坊・月背坊／1958 年以前の旧
月背面地域を考察の対象とする（図 1 参照）。 
 
１．集落と行政単位のレベルでみた地域社会の展開 
  ―朝鮮時代後期から1970 年代まで 
 
１－１ 朝鮮時代後期 
 戸籍に収録された里の数や名称には時期によって若干の違いがあるが、租岩坊に甘泉
里・一里・二里の 3 つの里、月背坊に上仁里・月背里（本里）・蔡亭里・遠徳里・桃源里
（禾田里）9・辰泉里（龍泉里）・五福村・新基里という 11 の里が記録されている。記載
順はどの時期の戸籍でも同じである。このうち租岩坊一里・二里、月背坊上仁里・月背里・
遠徳里・桃源里・辰泉里の 7 つの里は全期間を通じて記録されている。 
 月背坊の上仁里・月背里・蔡亭里・遠徳里・桃源里・辰泉里・新基里・五福村という 8
つの里に該当する地名は、1917 年刊の五万分の一の地図に集落の名前として記録されてい
る（[地図 1]参照）。その位置関係をみると、上仁洞（上仁里）の南約 1 キロに本里洞（月
背里）、そのすぐ南東に隣接して蔡亭洞、川をはさんで南側に遠徳、その南約 1 キロに桃
源洞がある。これらの集落は大徳山と青龍山の西麓にそって戸籍の記載順に北から南にほ
ぼ一直線に並んでいる。戸籍で禾田里／桃源里の次に記載されている辰泉里に該当する辰
泉洞は、本里洞の西約 1.7 キロの地点にあり、新基・五福村の地名はそれぞれ辰泉洞の北・
北東にみられる。すなわち月背坊の戸籍は上仁里に始まって北から南へ、そこから西の辰
泉里へ、そしてさらに北から北東へと、集落の並び順に従って時計回りの順番に里を収録
していると判断することができる。このように里に対応する集落の地理的配置の順に従っ
て記載することは、大丘帳籍においてほぼ一般的に認められる傾向である。この観察をも
とに、集落の展開を検討してみよう。 
月背坊蔡亭里は、1690 年の戸籍にはみられないが、1720 年から 1958 年まで継続して
記録され続ける。 収録の形式だけからすると、1690 年から 1720 年までのあいだに新し 
 
9 （ ）内は同一里の別名表記である。桃源里は現地ではスバッ（수밭）とも呼ばれている。
禾田は수밭という地名の意味を漢字で表記したものと理解される。 
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図 1．月背地域の変遷 
 
 
 注 図中の網掛けは、それぞれの時期の行政単位の範囲を示す。 
甘泉里   ： 祖岩坊（1732～1783）所属、１９世紀以降、甘勿川坊→城西面所属 
月背面流川洞： 日帝期新設 
松峴洞      ： 甘勿川坊（朝鮮時代） 甘勿川面（旧韓末） 城西面（植民地期～解
放後） 1963 年月背面編入 
大谷洞   ： 仁興坊（朝鮮時代）  仁興面（旧韓末）    花園面（植民地期～解
放後）  1973 年月背面編入 
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図１．月背地域（１９１７年） 
 
い里が出現したようにみえる。しかしこれら二つの年次の里の構成を比較すると、1720
年の月背里 55 戸中の 23 戸（約 42％）と蔡亭里 24 戸中の 12 戸（50％）、両者合わせて
79 戸中 35 戸（約 44％）の戸首が 1690 年に月背里に存在した戸の戸首と同一人物または
その子孫である。この連続性は、1720 年の月背里・蔡亭里の戸首で、当人またはその祖先
が 1690 年に租岩坊・月背坊内の他の里の戸籍に収録されていたケースが皆無であること
と対照的である。他方、1720 年の月背里・蔡亭里以外の里の戸の戸首の中で、その祖先が
 5
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1690 年に月背里の戸籍に含まれていたのは、河川を隔てて向かい側にある遠徳里の 57 戸
中の 9 戸（約 16％）のみである。さらに 1720 年の月背里と蔡亭里の合計戸数 79 は 1690
年の月背里の戸数 86 に非常に近い。これらの事情からみて、戸籍収録単位としての蔡亭
里の出現は、何もなかったところに新しい里が出現したのではなく、1690 年の月背里を構
成していた集落（おそらく地理的に二つに分かれていた）が 1720 年までのあいだに月背
里と蔡亭里の二つに行政的に分洞された結果であるとみてほぼ間違いない10。 
 金炫榮によれば、1798 年から 1825 年にかけての戸籍には上仁里と月背里の間に都福里
（Tobok-ri）という小さな里が収録されているという（金炫榮 1999:336）。現地での聞
き取りによると、「上仁里と月背里のあいだに Tobok-tŭl（窪んだ土地）と呼ばれている
場所があって、現在そこにある集落は道坪（Topyŏng）だ」という。1917 年の地図にはそ
の場所に都坪（Topyŏng）という小さな集落が記録されている。18 世紀末～19 世紀初頭
の戸籍に記録された都福里はこの集落に対応していたと考えてよいだろう。 
 里／集落名に連続性が認められる月背坊地域に対して、かつての租岩坊に該当する地域
では、一里・二里という地名は現存していない。[地図 1]には、租岩の位置に上洞（東側）
と下洞（西側）という集落が記録されており、現在ではそれぞれ月城洞・月岩洞と呼ばれ
ている。これらの集落名の相互関係を推定する手がかりは、そこに居住する人々である。
戸籍によれば、租岩坊には 17 世紀以来、慶州崔氏・星州李氏・咸安趙氏という三つの氏
族の人々が集団的に居住しており、そのうち星州李氏と咸安趙氏は特に二里に集中的に居
住していた。現在その子孫が住んでいるのは月岩洞である。このことから推して、租岩坊
一里が上洞（現在の月城洞）、二里が下洞（現在の月岩洞）に該当すると考えられる。す
なわち租岩坊では、戸籍は里を東西の順に記録していたことなる。 
 1714 年から 1798 年までの租岩坊の戸籍の最初には甘泉里という里が記録されていた
（金炫榮 1999:341.）。これは[地図 1]で上洞（租岩坊一里）の北およそ 1.2 キロ、本里
洞（大邱市に編入される以前の城西面本里洞／朝鮮時代の甘勿川坊本里）のすぐ西に位置
している甘川洞と同じ集落である。甘勿川坊の戸籍は葛山里・建法里11・本里・赤峴里・
松峴里の順に記載されているが、これは西から東の順番になる。ということは、18 世紀に
は租岩坊の北の端が甘勿川坊の中間（位置関係では建法里と本里の間）に突入するような
 
10 戸の持続性に関しては、3 節参照。 
11 建法里は龍山洞の南に位置する건어실Kŏnŏsil の古名である。大邱広域市達西区文化広報担
当官室偏（1997：78）。 
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状態だったことになる。 
集落の地理的近接関係からみれば、甘泉洞は租岩坊よりは甘勿川坊に所属するのが当然
のようにも思われる。事実、1832 年に編纂された『慶尚道邑誌』によれば、甘泉里は葛山
里・建法里・本里・赤峴里・松峴里と並んで甘勿川坊の属洞であると記されている。また
本稿で分析した租岩坊の戸籍から甘泉里が欠落する 1858 年の甘勿川坊側の戸籍には、葛
山里と建法里のあいだに望亭里と甘川里が新たに記録されている。つまり 18 世紀には租
岩坊所属であった甘泉里は、19 世紀には地理的に近い甘勿川坊側の所属となったのであ
り、甘勿川坊の戸籍は新たに編入された甘泉里をも含めて、集落の位置に従って西から東
へという原則通りに記録していたのである。 
この状態は旧韓末まで続いた。ところが植民地時代に入った1917年の地図によると、（旧
租岩坊と旧月背坊が統合された）月背面と（旧甘勿川坊を含む）城西面の境界線は甘川洞
（＝甘泉里）と本洞（＝旧甘勿川坊本里）の間に引かれており、この時点で甘川洞は再び
月背面の方に所属している。つまりこの集落は、18 世紀には租岩坊、19 世紀中期には甘
勿川坊、旧韓末～日韓併合時には甘勿川面／城西面、そして 1914 年の行政区画整理以後
は月背面というように、時期によって所属が頻繁に移動したということになる12。距離的
には離れているにもかかわらず、この場所が“租岩の土地だ”とされてきた理由は、この
集落のそばに租岩の人々の共同墓地があり、そこまでが租岩側の土地とみなされていたた
めだという。 
 [地図 1]で下洞の南側に記されている大泉洞は朝鮮時代の戸籍には記録されていない地
名である。しかし①今次の現地調査で月岩洞の人々に地名の由来について尋ねたところ、
「租岩のトンネ（ムラ）は日帝時代には下洞と呼ばれたが、これには大泉洞まで含まれ
ていた」と語っていた。②月岩洞に住む星州李氏の人々は「現在月岩洞には星州李氏が約
80 世帯住んでいる。この場合の月岩洞には大泉洞も含む。」という言い方をしていた。③
租岩坊の戸数は、当初は一里が多かったが、次第に二里の戸数が多くなり、1858 年には一
里が 42 戸、二里が 177 戸で、二里の戸数がはるかに多くなっている（ [表１]） が、[地
図 1]（1917 年）では上洞と下洞の集落はほぼ同じ規模のように表示されている。これら
は、朝鮮時代を通じて拡大してきた二里（戸籍を記録する時の行政上の単位）が、実は地
理的に二つの集落を含むかたちになっており、1858 年以降に下洞（月岩洞）と大泉洞に分
 
12 その後、時期は不明だが、再び城西面所属となった。 
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洞されたという解釈を支持するように思われる。 
 以上を総合すると、戸籍を通して見る限り、17 世紀後半から 19 世紀後半までのこの地
域には、一里（後の上洞／月城洞）・二里（後の下洞／月岩洞・大泉洞）・上仁里・月背
里／蔡亭里・遠徳里・禾田里（桃源里）、辰泉里という 7～8 の里が持続的に存在し、そ
の周辺に甘泉里、五福村、新基里、都福里などの小さな里が戸籍収録単位として一時的に
成立したり消滅したりを繰り返す状態で推移してきたと考えられる（表 1）。 
戸籍の収録単位であった里をそのまま地理的集落や自然部落的社会単位と見なしてよい 
かどうかについては慎重に考察しなければならない。しかし[地図 1]に表れる集落の名称及
び位置関係から見るならば、朝鮮時代のこの地域の戸籍が、地理的集落を基本的な単位と
して記録したものであると理解することは一応妥当なようである。現地での聞き取り調査
によれば、上仁洞、蔡亭、遠徳および桃源洞においては、それぞれの集落が洞祭や村
トンネ
会議
の単位となっており、これらに関しては朝鮮時代においても何らかの社会的単位に対応し
ていたと想定することが出来そうである。しかし朝鮮時代の祖岩坊に対応する現在の月城
洞・月岩洞および大泉洞においては、そのような単純な対応関係では捉えられない側面が
あったようである13。 
同地域の自然環境を分析した李哲雨は、月背地域が琵瑟山塊から流れ出て洛東江に注ぐ
小さな川(辰泉川)が形成した扇状地の上に広がっており、その地形的条件によって、集落
が立地するのは水の湧き出る場所（山麓および扇状地の扇端部）に限られ、水が伏流する
扇央部には形成されないと指摘している（李哲雨 2005）。その指摘通り、月背坊の上仁
里から桃源里までの 5 つの集落は山麓部に位置し、祖岩坊の一里・二里は扇端部に位置し
ている。辰泉里はこの扇状地を形成した川のほとりにあり、1964 年版の地図[地図２] に
はその位置に미리샘동（Mirisaem-dong）というハングルの地名が記されている。このう
ち saem は泉を意味し、dong は集落を意味する漢字“洞”に該当する。miri が辰／龍を意
味するかどうかは確認できていないが、この地に Miri-saem と呼ばれる泉があって、その
周辺に存在した集落に辰泉里（時代によって龍泉里）という漢字が当てられてきたという
ことだろう。戸籍が捉えた行政単位としての里の背後に、このような自然環境的条件があ
ったわけである。 
 
 
13 この問題は稿を改めて検討したい。 
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表１．戸籍に表れる朝鮮時代後期の里と戸数 
 
 祖岩坊 月背坊  
 
甘泉里
 
一里
 
二里
 
上仁里
 
月背里
 
蔡亭里
 
遠徳里
 
桃源
里１ 
禾田里
 
辰泉里
 
龍泉
里２
 
五福村
 
新基里
 
合計
 
1690 年  110 73 28 86  49    50    61 6  463 
1720 年    (31) (55) (24) (60)    53    53 7   
1729 年    39 54 22 573     (479) 
1732 年 7 105 82          
1783 年 3 85 103 68 25 25 59    46    65  5 484 
1858 年  42 177 61 12 13 39    39    36  12 432 
 
註１．禾田里（1690 年）は 1720 年以降は桃源里と記録されている。 
 ２．辰泉里は 1720 年のみ龍泉里と記載されている。 
 ３．1729 年の月背坊の記録は遠徳里第拾二統第二戸で切れており、それ以下の部分が欠
落している。遠徳里の戸数は 57 よりも多かったと想定される。 
 
 以上では朝鮮時代後期を通して、基本的にほぼ一定の集落が持続してきたことを確認し
た。しかし[表 1]に見るとおり、集落毎の規模は相当に変化していた。1690 年から 1858 年
のあいだに、例えば租岩坊二里は 73 戸から 177 戸へと 2.4 倍の増加、月背坊上仁里も
28 戸から 62 戸へと 2.2 倍の増加をみせている。逆に、租岩坊一里は 110 戸から 42 戸へ、
月背坊月背里は 86 戸から 1858 年には月背里と蔡亭里を合わせても 25 戸へと大幅に縮小
している。 
 
１－２ 植民地時代～解放後 
 旧大邱府は、1894 年の甲午改革によって大邱郡となり、ほぼそのままの領域で 1910
年の大邱府に引き継がれた。このとき大邱府を構成していた 29 面 260 洞のうち、月背
地域には次の 2 面 10 洞が含まれていた14。 
                                                  
14 大邱市史編纂委員会編『大邱市史』第一巻、pp.925-927、1995 年。甘泉洞は甘勿川面所属
となっている。 
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  租岩面：上洞、下洞、大泉洞 
  月背面：上仁洞、蔡亭洞、本里、遠徳洞、桃源洞、五福洞、辰泉洞 
租岩面上洞がかつての一里、下洞が二里に該当し、大泉洞が二里から分かれて新たに生
じた洞であろうということは上述した通りである。その時点で行政的に捉えられた洞の
数と名称は、朝鮮時代の戸籍が捉えていたそれと基本的に一致している。目立った違い
は、洞の単位として新基里の代わりに五福洞が復活していることであるが、[地図１]には
新基里も表示されているから、五福と新基を含む一帯を行政的に五福洞にまとめたもの
と想定される。 
 上記の洞以外で[地図１]上に集落として確認できるのは、都坪、池上、松亭洞、流川洞
の 4 カ所である。 
 都坪：前節で触れた都福里と同じ集落である。現在ここには丹陽禹氏の斎室があり、
現地での聞き取りによれば 18 世紀前半に該当する祖先の時代から禹氏がここ
に住んできたという。しかし禹氏の当該系譜に連なる人々の記録は、戸籍では
上仁里に含まれている。距離的にも社会的にも上仁里と非常に近い関係にあっ
たものと推定される。戸籍において戸数の増加する上仁里は、集落としての都
坪を含んでいた可能性が高い。 
 池上：現地での聞き取りでは、かつてそこには池上
．．
지상[池の上]ではなく못밑이[池の
下]トンネという集落があり、それは「遠徳に属していた」という。しかし地図
上に示された集落の位置は小高い丘の上である。[地図１]に記載された池上とい
う地名に含まれる“上”という漢字は“ほとり”という意味を表すもので、そ
れを現地では못밑이[池の下]と呼んでいたものと推定される。 
 松亭：辰泉洞の西に位置する集落である。朝鮮時代の戸籍では 1798 年に一度だけ収録
されている松亭里（金炫榮 1999:341.）がそれに該当すると思われる。 
 流川洞：新たに登場した地名である。その集落の成立時期や他の集落との関係は不明
であるが、植民地化後まもない 1916 年に測量され、翌年刊行された[地図１]に
相当の規模の集落として示されていることからみて、それらの集落は植民地化
以前に成立していたが、行政的な洞としては扱われていなかったとみてよいだ
ろう。あるいは隣接する仁興坊か花園縣内面所属であった可能性もあるが、確
認はできていない。 
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 1914 年の行政区画整理によって租岩面と月背面は統合されて月背面となった。月背面
事務所と警察の月背支署は大邱から花園を通って高霊に続く道に面した五福洞におかれ
た。その後月背国民学校もその近辺に開校されるなどして、ここが月背面の行政的中心
地の役割を果たすようになっていった。 
 植民地時代から 1958 年に大邱市に一旦編入されるまでの旧達城郡月背面には、行政里
として上仁洞、桃源洞、辰泉洞、流川洞、上洞、下洞、大泉洞の 7 つの洞が含まれていた
（達城郷土文化史編纂委員会編 1976:48）。旧租岩面にあたる地域ではそれ以前の行政
／集落単位が行政里（上洞、下洞、大泉洞）として継続するが、1914 年以前の旧月背面
にあたる地域ではいくつかの行政／集落単位が統合されて新しい行政里に編成されてい
る。具体的には、朝鮮時代以来の集落／戸籍収録単位としての上仁里（都坪を含む）・
月背里・蔡亭里の範囲が 1914 年以降の行政里としての上仁洞に、遠徳里と桃源里が行政
里としての桃源洞に、そして辰泉里・松亭洞・五福洞・新基洞に該当する区域が行政里
としての辰泉洞になった15。流川洞は植民地時代になってから旧五福洞の西側に新しく
設けられた行政里である。 
 1963 年に月背面が大邱市から再分離された時には、旧城西面所属の松峴洞が月背面に
編入されるという変化があったが、それ以外の行政里の区画については、上洞が月城洞
に、下洞が月岩洞に名称変更になったこと以外には変化はなかった（『大邱市史』第二
巻:242-24）。最後に、1973 年になって、朝鮮時代の仁興坊／旧韓末以降の花園面に所
属していた大谷里が月背面に編入された。この二つの里の編入を除けば、月背面内の行
政里の区分は、植民地時代から 1970 年代まで、ほとんど変化していなかったものとみら
れる。また 1964 年刊の地図（[地図 2]）によれば、集落の基本的配置にもほとんど変化
がなかったことを確認することができる16。ということは、集落の配置の基本形は朝鮮
時代後期から 20 世紀半ば過ぎまで持続していたということを意味する。 
これらの集落の配置が扇状地という地形的条件 － 特に生活用水と農業用水の利用可能 
性 － に規定されているという李哲雨の指摘は先にもふれたとおりだが、このことは現地
での聞き取りにおいても繰り返し言及されていた。たとえば谷の最上部に位置する桃源洞
（スバッ）のある門中では、｢門丘(門中所有の水田)4,000 余坪が下の方にあったが、日帝 
 
15 行政里としては統合されても、従来の里名は集落名として存続している。 
16 1964 年の地図は、集落の名称を取り違えて記載している場合が多いので、注意が必要であ
る。例えば달배（月背）と채정（蔡亭）の集落名は実際の位置関係とは逆に記載されている。 
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地図２．月背地域（1964 年） 
 
末期に売ってしまった。当時はスバッにある水田の方の値段が高かった。下の方の農地は
砂利が多く、価値が低かった｣という。これに対応するように扇状地の扇端部に位置する月
岩洞では「村の周辺は西側(洛東江側)を除いて全て畑だった。水田になったのは [植民地統
治からの]解放後に下仁池という用水池ができてからだ。｣という。そして蔡亭での聞き取
りでは、1970 年代のセマウル運動時の主要事業として洪水対策と農業用水確保の両方を挙
げ、「雨が降ると山からの谷水ですぐ水が溢れるので、排水路を確保することが最大の課題
だった。またセマウル事業では槙(灌漑用水路)を造った」と言うように、蔡亭付近の耕作
 12
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地の中心が 1970 年代まで天水田としての問題を抱えていたことを語る一方で、下流に位
置する辰泉洞については「辰泉洞を나쁜들（nappŭn-tŭl／悪い土地)と呼んでいた。石こ
ろの多いやせた土地で、しょっちゅう洪水になる、という意味だ」と言っていた。これら
は水利をめぐる条件に長期にわたって大きな変化がなかったことを示しているように思わ
れる。 
以上によってみると、社会組織としてのトンネや行政単位としての里の背後に、より基
本的にこのような自然環境条件があり、そのために集落の立地というレベルでは、少なく
とも 17 世紀から 20 世紀後半にいたるまで、ほとんど変化が見られなかったものと考えら
れる。 
 
２．父系親族集団のレベルで見た地域社会の展開 
 
 朝鮮時代の戸籍は、戸首夫婦のそれぞれについて、曾祖父と外祖父までの系譜を記録し
ている。1690 年の戸籍に記録された戸首 463 名の年齢は最年長が 93 歳、最年少が 16 歳、
平均 45 歳である。つまり彼らの生まれた年代は 1598 年から 1675 年のあいだで、平均は
1645 年ごろということになる。仮に１世代を 30 年として計算するならば、これらの戸首
の曾祖父に当たる世代の人々の生まれた時期は 1510 年代から 1580 年代であり、これが戸
籍からたどることのできる時間的上限ということになる。本節では、戸籍から復元する系
譜と現地での聞き取り、ならびにその際に入手した各氏族の族譜を併用することによって、
父系親族集団を単位とした地域社会構成の展開を概観してみる。 
 
２－１ トバギ集団の成立と展開 
 1996 年に月背地域の親族集団の調査を開始したとき、同地域の代表的なトバギ（地付き
の親族集団）として紹介されたのは、上仁洞の丹陽禹氏、月岩洞の星州李氏と咸安趙氏、
桃源洞の密陽朴氏と高霊金氏、遠徳の星山全氏および蔡亭の密陽孫氏という 7 集団であり、
この他に 1960 年代までは月岩洞に慶州崔氏の集団も存在したということだった。他方、
月城洞と辰泉洞は中核となる親族集団をもたない典型的な各姓混住の集落だという紹介を
受けた。丹陽禹氏以下の 8 つの親族集団は、戸籍のなかでも 1690 年以降継続してその存
在をあとづけることができる。長期的視野において月背地域社会の展開を考察するに際し
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て、これらの親族集団の存在は歴史的持続の側面を構成する最も重要な要素となっている。
以下に、それぞれの集団の成立と展開の概略を述べる。 
 
丹陽禹氏（上仁里） 月背坊上仁里（別名 月村）を世居地とする丹陽禹氏の入郷は、族
譜によれば 禹奠 のときであった。その子孫のうち族譜その他の記録により生年の判明
するのは、玄孫の禹拜善（1569 年生）である。そこから推定すると、入郷祖の生年は 15
世紀半ば、そして月背への入郷の時期は 15 世紀後半ということになろう。 
 族譜には禹奠の三人の孫と 6 人の曾孫が記載されているが、入郷から約 1 世紀半後の
1690 年の時点で上仁里に住み続けていたのは、6 人の曾孫のうちのひとりである成徳の子
孫だけだった。それ以外の子孫はすでに月背の地を離れていたことになる。成徳の独子で
ある拜善は壬辰倭乱17に際して義兵活動の主導者として活動したことで知られており（李
樹健 1992、金炫榮 1999 年）、その活動は禹氏一族が月背地域に基盤を固める上での大
きな契機だったと考えられる。 
 戸籍から復元した系譜によれば、拜善には 2 人の子と 12 人の孫がおり、壬辰倭乱後に
相当するこれらの世代で集団規模が急速に拡大したことがわかる。1690 年に戸首となって
いたのは拜善の孫から玄孫までの世代の人々だった。この時点で丹陽禹氏の戸数はすでに
24 戸にのぼり、月背地域でもっとも大きな親族集団をなしていた。当時の居住地は上仁里
が 16 戸、租岩坊一里が 8 戸だった。禹氏一族はその後一貫して増加し、1729 年には 31
戸（上仁里 22 戸、一里 7 戸、甘泉里 2 戸）、1783 年には 53 戸（上仁里 44 戸、一里 9
戸）、そして 1858 年には 59 戸（上仁里 46 戸、二里 7 戸、一里・蔡亭里各 3 戸）に達し
た。一族の中心地である集落を越えて他集落にも居住範囲を拡大していたのは、ほぼこの
集団だけである。 
 大邱直轄市に編入された後、上仁洞一帯は住宅開発地域に指定され、1990 年代に大規模
なアパート団地が建設されたのに伴って旧来の集落が姿を消してしまった。丹陽禹氏の場
合は、宗家は残っているが、一族の人々はほとんど残っていないという。 
 
 
17 秀吉による 1592 年の朝鮮侵略。 
嶋 韓国の地域社会の長期的展開 
 
系譜 1． 1690 年の戸籍に現れる丹陽禹氏親族集団 
入郷祖 
（禹奠）━△━━（△）━成徳━━拜善━┳━△━┳━△━┳━△━━━□△ 一里 19-2 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 一里 19-3 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 一里 19-1 
                   ┃   ┣━△━━━□△ 上仁里 4-2 
                   ┃   ┣━□△━┳━□△ 上仁里 2-3 
                   ┃   ┃上仁里┗━□△ 上仁里 2-4 
                   ┃   ┃ 2－2  
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 4-3 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 4-1 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 5-4 
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 3-4 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 3-2 
                   ┃   ┃   ┣━□△ 上仁里 2-1 
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 1-4 
                   ┃   ┣━△━━━□△ 上仁里 1-6 
                   ┃   ┣━△━┳━□△ 上仁里 1-2  
                   ┃   ┃   ┗━□△ 上仁里 1-3 
                   ┃   ┗━□△ 上仁里 3-1 
                   ┗━△━┳━△━┳━□△ 一里 20-5 
                       ┃   ┗━□△ 一里 20-1 
                       ┣━△━━━▲ 
                       ┃     ∥ 
                       ┃     □○ 一里 20-4 
                       ┣━△━┳━□△ 一里 20-2 
                       ┃   ┗━□△ 一里 20-3 
                       ┗━△━━━□△ 上仁里 4-5 
（（禹奠━━━△━━━△）の部分は族譜による。） 
凡例 □△／□○： 戸首 
 戸首の右または下に付記した「一里 19-2」等の表記は、戸籍の収録形式である「○里
第○統第○戸」という表記を略記したものである。 
 
慶州崔氏（月岩洞） 族譜によれば、慶州崔氏の租岩坊への入郷祖は氏族の系譜の第 15
世に当たる 崔聖禧 で、その曾孫の世代（第 18 世）に二人の兄弟がいたと記されてい
る。この兄弟は 1690 年の戸籍から復元した系譜でたどりうる最も上の世代にあたってい
る。そのうちＢの身分は、1690 年の戸籍に「宣武原従功臣礼賓寺参奉18」と記されており、
壬辰倭乱の時にはすでに成人に達していたもの考えられる。1690 年の戸籍によって生年の
判明する最年長者（第 21 世 崔尚日 69 歳、壬戌＝1622 年生）から逆算すると、入郷の
時期（6 世代前）は丹陽禹氏とほぼ同じ 15 世紀後半と推定される。しかし慶州崔氏の場合
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18 宣武原従功臣とは、壬辰倭乱に際して何らかの功を立てた人に与えられた称号。 
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も、戸数が増加して集団化するのは 1690 年の戸籍で戸首として記録されていた人々の世
代からである。 
 1690 年に 17 戸の規模（一里 15 戸、二里・遠徳里各 1 戸）だったこの親族集団は、1729/32
年に 26 戸（一里 19 戸、二里 5 戸、甘泉里・遠徳里各 1 戸）、1783 年には 35 戸（一里
19 戸、二里 16 戸）と最大の規模に達した。居住地は当初は一里だったが、次第に二里に
住む戸の比重が増していったことがうかがわれる。その後何らかの事情によって転出傾向
に転じたため、1858 年には 14 戸（一里 5 戸、二里 9 戸）に減少し、1970 年代までに全
ての戸が月背地域から転出するにいたった（[表２]では慶州崔氏 A と表示）。 
 
系譜２． 1690 年の戸籍に現れる慶州崔氏親族集団 
入郷祖 
 （崔聖禧━△━━━△━┳）Ａ━━△━━┳━□△━━━□△ 一里 4-1 
            ┃       ┃一里 4-2 
            ┃       ┣━△━━━□△ 一里 3-5 
            ┃       ┣━△━┳━□△ 一里 2-2 
            ┃       ┃   ┗━□△ 一里 2-3 
            ┃       ┣━□△━━━□△ 一里 4-5 
            ┃       ┃一里 3-3 
            ┃       ┗━△━┳━□△ 遠徳里 3-5 
            ┃           ┗━□△ 一里 3-1 
            ┗）Ｂ━┳△━━┳━□△━━━□△ 一里 12-4 
                ┃   ┃一里 12-3 
                ┃   ┣━□△━┳━□△ 一里 5-1 
                ┃   ┃一里 ┗━□△ 一里 2-1 
                ┃   ┃ 1-5  
                ┃   ┣━□△ 二里 5-2 
                ┃   ┗━□△ 一里 6-3 
                ┗△━━━━△━━━□△ 一里 2-4 
 
       （崔聖禧━△━━━△━┳）の部分は族譜による。 
星州李氏（月岩洞） 租岩坊二里の星州李氏がこの地域に入郷したのは壬辰倭乱に先立つ
16 世紀後半とみられ、入郷祖 李彦祥 の子のひとりである 得春（1564 年生）の名は
禹拜善の『倡義遺録』に含まれる「星州花園義兵軍功冊」の中に確認される（李樹健 
1999:72）。またこのとき、入郷祖彦祥は桃源里の山中に避難していたと伝えられており、
その繋がりで彼の墓は桃源洞に設けられている。1690 年の戸籍で戸首となっているのは入
郷祖の孫・曾孫の世代の人々である。1690 年当時は 10 戸（全て二里）だったが、1732
年には 21 戸（二里 19 戸、一里 2 戸）、1783 年には 22 戸（二里 19 戸、一里 3 戸）、そ
して 1858 年には 39 戸（全て二里）に拡大し、19 世紀後半の時点では租岩・月背地域で
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丹陽禹氏に次ぐ規模の集団をなすにいたった（[表２]では星州李氏 A と表示）。 
 1990 年代半ばには、月岩洞・大泉洞一帯に住む星州李氏はおよそ 80 世帯ということだ
った。現在の子孫たちは、入郷祖の 12～14 世孫にあたる。 
 
系譜３． 1690 年の戸籍に現れる星州李氏親族集団 
入郷祖 
  李彦祥━┳━△━┳━△━┳━□△ 二里 4-4 
      ┃   ┃   ┗━□△ 二里 8-1 
      ┃   ┣━△━┳━□△ 二里 4-5 
      ┃   ┃    ┗━□△ 二里 5-1 
┃   ┗━□△ 二里 8-2 
      ┣━△━┳━□△ 二里 9-3 
      ┃   ┗━△━━━□△ 二里 9-4 
      ┗━△━┳━△━━━□△ 二里 8-3 
          ┣━□△ 二里 10-3 
          ┗━□△ 二里 10-4 
 
咸安趙氏（月岩洞） 租岩坊
二里の咸安趙氏の 1690 年当
時の戸首も、星州李氏と同じ
く、入郷祖 趙得道 の孫・
曾孫の世代に当たっており、
壬辰倭乱にやや先立つ時期の
入郷とみられる。集団の規模
は 1690 年に 8 戸、1732 年に 14 戸、1783 年に 17 戸、1858 年に 35 戸と順調に拡大して
いった。1858 年に 3 戸が一里に居住していた他は、全て二里の居住である。1990 年代の
月岩洞居住者はおよそ 30 世帯である。 
系譜４． 1690 年の戸籍に現れる咸安趙氏親族集団 
入郷祖 
趙得道━┳━△━┳━△━━━□△ 二里 2-1 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 2-3 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 3-1 
┃   ┣━△━━━□△ 二里 2-2 
┃   ┗━□△ 二里 2-4 
┗━△━┳━△━━━□△ 二里 2-5 
    ┣━□△ 二里 3-2 
    ┗━□△ 二里 3-3 
 
租岩坊の特色 このように租岩坊（特に二里、現在の月岩洞）は慶州崔氏、星州李氏、咸
安趙氏の三集団が少なくとも 16 世紀末以来長期にわたって共に暮らしてきた村である。
月岩洞にはそのことを記念して立てられた三慕閣（三慕祠とも呼ばれる）という碑石をお
さめた建物があり、そこで現在でも毎年陰暦 10 月の末に三つの集団の人々が集まって祭
祀を行っている。三慕閣のある敷地内には達岩斎という斎室がある。この建物は元来延安
李氏の斎室だったものを移築したものといわれているが、その梁に記された上梁文には咸
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豊二年（1851 年）という日付が記されていた19。 
 
星山全氏（遠徳） 
 
 系譜５． 1690 年の戸籍に現れる星山全氏親族集団 
入郷祖           
（全輪━━━△━━━△━━）應老━┳━克立━┳━□△━┳━□△ 月背里 12-1 
                 ┃    ┃月背里┗━□△ 月背里 16-3 
                 ┃    ┃ 11-4 
                 ┃    ┗━□△━━━□△ 月背里 12-3 
                 ┃     月背里 12-2 
                 ┗━△━━┳━△━┳━□△ 月背里 10-5 
                      ┃   ┗━□△ 月背里 11-3 
                      ┗━△━━━□△ 月背里 11-2 
 
            （全輪━━━△━━━△━━）の部分は族譜による。 
 星山全氏(戸籍では星州全氏と記録されている)の入郷祖は第 30 世 全輪 と伝えられ
ている。その曾孫 應老 が壬辰倭乱当時の人物であるから20、星山全氏の入郷時期はそ
れより三世代前、すなわち 15 世紀末ごろと推定されるが、子孫の数が増えるのは應老の
二人の子の世代以降であり、はやり壬辰倭乱の後である。戸籍には、1690 年に 8 戸（全
て月背里）、1720 年に 10 戸（蔡亭里・遠徳里各 5 戸）、1729 年に 9 戸（蔡亭里 3、遠
徳里 6）、1783 年に 6 戸（全て遠徳里）、そして 1858 年に 16 戸（遠徳里 14、上仁里・
二里各 1）が収録されている。月背里に入郷したのち、18 世紀以後に川向かいの遠徳里に
中心地を移してきたものと理解できる。戸数は時期によって増減がみられる。現在まで遠
徳に住み続けているのは、應老の長男 克立 の四人の孫の子孫たちで、入郷祖 輪 の
16 代孫前後の世代の人々ある。解放直後には全氏一族の 30 世帯以上が遠徳に住んでいた
が、現在は 15 世帯ほどに減っているという。入郷祖から 6 代目（克立の子の世代）まで
の時享祭は大宗中で行い、克立の孫以下の世代の祖先の祭はそれぞれの小宗中が担当して
いる。1858 年の戸籍には克立の弟の子孫も 4 戸記録されているが、その後その子孫は他
出し、現在は遠徳に住んではいない。 
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19 筆者が三慕祠を初めて訪ねたのは 1996 年だったが、その後 2003 年までの間に三慕祠は大
邱市の文化財に指定された。三慕閣の敷地は整備しなおされ、全く新しい斎室が建設された。 
20 應老の名も禹拜善の『倡義遺録』に含まれる「星州花園義兵軍功冊」の中に確認される。 
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密陽孫氏（蔡亭） 密陽孫氏の
入郷祖は第30世 孫克龍 で、
壬辰倭乱後に清道郡豊角面から
入郷した。1690 年の戸籍では月
背里に克龍の子・孫の世代の戸
が 6 戸記録されている。月背里
と蔡亭里が分洞された後の 1720 年には、蔡亭里に 4 戸、遠徳里に 4 戸が記録されている
が、1729 年には蔡亭里に 6 戸、遠徳里に 1 戸であり、1783 年には 11 戸（すべて蔡亭里）、
1858 年には 6 戸（同じくすべて蔡亭里）となっている。植民地支配からの解放後には 14
～15 世帯程度が住んでいたという。孫氏一族は 18 世紀初頭に一時期遠徳里側に住んだ時
期を除いては、基本的に蔡亭里の場所に住み続けたものと理解される。現在住んでいる人々
は入郷祖の 10 代孫以下の世代である。 
 系譜６． 1690 年の戸籍に現れる密陽孫氏親族集団 
  入郷祖 
  孫克龍━┳━□△ 月背里 14-5 
      ┣━□△━━━□△ 月背里 13-5 
      ┃ 月背里 13-4 
      ┣━□△ 月背里 14-4 
      ┣━□△ 月背里 14-2 
      ┗━□△ 月背里 14-1 
 
密陽朴氏（桃源洞） 密陽
朴氏の祖先は 16 世紀の末
に清州から大邱に移住し、
壬辰倭乱の時に乱を避け
て現在の桃源洞に入郷し
たと伝えられている。入郷
祖は 朴敏豪 である。戸
籍には、1690 年には敏豪
の子～曾孫までの人々を
戸首とする 12 戸、1720 年には 17 戸、1783 年に 13 戸、そして 1858 年には 6 戸が記録
されている。全て禾田里／桃源里居住である。1858 年に集団の規模が縮小しているが、こ
れは集団の一部が他出したためではないかと考えられる。現在桃源洞に居住するのは入郷
祖の 13～14 世孫の世代の人々で、入郷祖の孫の世代で三つの派に分かれている。2004 年
現在で桃源洞に居住している密陽朴氏は 25 世帯である（[表 2]では密陽朴氏 C と表示）。 
系譜７． 1690 年の戸籍に現れる密陽孫氏親族集団 
  入郷祖 
  朴敏豪━┳━□△━┳━□△━━━□△ 禾田里９－３ 
      ┃禾田里┃禾田里 
      ┃７－５┃２－５ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里４－１ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里６－５ 
      ┃   ┣━□△ 禾田里４－２ 
      ┃   ┗━□△ 禾田里３－５ 
      ┣━△━┳━△━━□△ 禾田里９－１ 
      ┃   ┗━□△ 禾田里２－４ 
      ┣━△━━━△━━━□△ 禾田里８－４ 
      ┗━△━━━□△ 禾田里３－３ 
 
 
高霊金氏（桃源洞） 高霊金氏の入郷祖 金永立 の妻は密陽朴氏の入郷祖 敏豪 の娘
であるから、その入郷時期は壬辰倭乱の直後であったと推定される。現在の子孫は入郷祖
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系譜８． 1690 年の戸籍に現れる高霊金氏親族集団 
       入郷祖 
△━┳━金永立━┳━□△ 禾田里 5-4 
  ┃     ┣━□△ 禾田里 5-3 
  ┃     ┗━□△ 禾田里 5-2 
  ┗━━△━━━━□△ 禾田里 7-1 
 
の 13 世孫を中心とする世代の人々で、入郷祖の父を始祖とする門中が組織されている。
1690年の戸籍には入郷祖の子の世代の4戸が記録されており、その後1720年に5戸、1783
年に 9 戸、1858 年には 10 戸
が記録されている。解放直後の
ころには 30世帯前後が住んで
いたというが、2004 年現在で
は 17 世帯になっている。 
 
 以上の 8 集団は、いずれも 17 世紀初頭あるいはそれ以前から長期にわたって月背地域
に居住し続けてきた地付きの集団であり、その意味で地域社会の持続性を代表する存在で
あるといえる。しかし本節でみたように、壬辰倭乱より 100 年以上前の 15 世紀後半に入
郷していたと見られる三つの家系（丹陽禹氏、慶州崔氏、星山全氏）においても、子孫の
数が増えて親族集団の様相を示すようになるのは壬辰倭乱の後、特に 1600 年代半ば以降
のことであった。 
 
２－２ 父系親族集団の持続性と流動性 
 前節では 20 世紀末の時点において月背地域でトバギと見なされていた集団の来歴を検
討した。しかし戸籍を通して月背地域に存在したことが確認できる親族集団は、これらだ
けではない。[表 2] は、戸籍を分析した 5 つの時期のいずれかにおいて 6 戸以上の規模を
有していた親族集団（総数 29）をリストアップし、その規模の変動を記したものであるが、
その動向に目をむけると、集団の消長の激しさが浮かび上がる。 
 1690 年に 6 戸以上の規模を有していた集団は 18 集団あった。その中には前節で検討し
た 8 集団のうちの高霊金氏を除く 7 集団が含まれており、中でも上仁里の丹陽禹氏、一里
の慶州崔氏（慶州崔氏 A）、禾田里の密陽朴氏（密陽朴氏 C）、二里の星州李氏（星州李
氏 A）の四集団は上位五集団の中に入っていた。しかし二里の咸安趙氏（8 戸）、月背里
の星州全氏（8 戸）および密陽孫氏（6 戸）は 6～9 戸規模で並んでいた 13 集団の中の一
部であり、高霊金氏の祖先たちはまだ 4 戸という小さな規模に過ぎなかった。 
一里の慶州崔氏は壬辰倭乱のころには既に[系譜 2]の A、B の二つの戸があった可能性が
あるが、それを除く 17 集団は、戸籍から復元した系譜によって、1690 年の戸籍に現れる 
 20
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 系譜９． 戸籍から復元する月背里 金海金氏集団（金海金氏 B）の系譜と消長 
 鎰━━君卜━貴世━┳士龍━━汝寛━┳時彦━━日邦 
          ┃       ┣碩敏 
          ┃       ┣儀哲 
          ┃       ┗石鉄 
          ┣天乙━┳克光━┳宗湖━┳以元 
          ┃   ┃   ┃   ┗以信━━世永 
          ┃   ┃   ┗湖楫━┳貴方━━萬己 
          ┃   ┃       ┗先江━━萬乞 
          ┃   ┣守立━┳湖傑━━汝業    
          ┃   ┃   ┗湖江 
          ┃   ┣守鱗━┳湖船━┳鉄俊━┳進成 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┗進彦 
          ┃   ┃   ┃   ┣鉄柱（系出） 
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          ┃   ┃   ┃   ┣鉄興━┳汝徳 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┣汝淑━┳中起 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┃   ┗仲才━━進江 
          ┃   ┃   ┃   ┃   ┗汝俊━━萬三 
          ┃   ┃   ┃   ┣成海 
          ┃   ┃   ┃   ┃ ∥？ 
          ┃   ┃   ┃   ┗成元━━呂化━━順三 
          ┃   ┃   ┗湖尚━━哲京━━夏鼎 
          ┃   ┣起榮━┳湖明━━仁巾 
          ┃   ┃   ┣湖星 
          ┃   ┃   ┣胡昌━━太白 
          ┃   ┃   ┣甫元 
          ┃   ┃   ┗末龍 
          ┃   ┗守陽━━鉄柱（系子） 
          ┗泗明━┳庭敏━┳漢迪 
              ┃   ┣永迪 
              ┃   ┗仁迪 
              ┗廷老━┳漢哲━┳成甲 
                  ┃   ┣應甲 
                  ┃   ┣仲甲 
                  ┃   ┗萬甲━┳儀化 
                  ┃       ┗聖□ 
                  ┗漢冑━━起甲 
                   ∥ 
                   李氏 
  
図中、網掛けのあるのは、いずれかの時期に戸首として記録されている者である。 
 1690 年の戸首中、最年長者は守陽（貴世の孫、76 歳）、次いで宗湖（貴世の曾孫）であり、
世代の最も高い泗明は 59 歳で三番目である。最年少者は鉄興（貴世の玄孫、16 歳）である。
この集団の入郷祖・入郷時期を確定することはできないが、戸首間の系譜関係および年齢から
みて、戸数が増加したのは貴世の息子たちの世代以降であることは明らかである。時期的には
壬辰倭乱の後である。 
 最も世代の高い泗明の系譜によってその祖先の職役を見ると、曾祖 鎰（正兵）、祖 君卜
（折衝将軍僉知中枢府事）、父 貴世（展力副尉兼司僕）、泗明本人は府案付砲保である。泗
明の兄 士龍 は禦侮将軍行龍驤衞副司果だが、天乙は納粟奉事である。1690 年当時の戸首の
職役は、四方博の分類を用いれば第五～第九類に属し、一部には私奴(以元)や寺奴（甫元、末
龍）を含んでいる。いずれも父が私婢・寺婢を妻とした良賤交婚の結果である。 
 この集団が1690年に23戸という丹陽禹氏に次ぐ集団規模をなすにいたった基盤が何であっ
たのかは不明である。1729 年までは 20 戸以上の規模を維持していたが、その後急速に縮小し
ていった。 
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  系譜 9 に表れる戸首名と各期の戸の対応 
 
 
  戸首名 Ⅰ期(1690) Ⅱa 期(1720) Ⅱb 期(1729) Ⅲ期(1783) 
 
日邦    月背里 8-3 
    碩敏  月背里 6-3 
  儀哲  月背里 17-1 月背里 1-1  月背里 1-1 
  石鉄  月背里 6-1 
  宗湖  月背里 1-3 
  以元  月背里 1-4 
  以信       月背里 2-5 
  世永               月背里 2-2 
  湖楫  月背里 2-1 月背里 4-2 
  貴方  月背里 3-5 
  萬己        月背里 5-3  月背里 4-3 
先江  月背里 17-5 
萬乞        月背里 2-1  月背里 1-4 
湖傑  月背里 5-3 
汝業  月背里 17-6 
湖江  月背里 8-2 
鉄俊  月背里 2-4 
進成        月背里 4-1 
進彦               月背里 3-1 
鉄興  月背里 1-2 月背里 3-1  月背里 2-3 
汝徳        月背里 6-3  月背里 5-3 
汝淑               月背里 11-1 
中起                        月背里 5-2 
進江                        月背里 2-4 
萬三                        蔡亭里 5-3 
成海        月背里 2-4 
順三                        月背里 1-1 
湖尚  月背里 2-3 
哲京        月背里 4-5  月背里 3-5 
夏鼎               月背里 9-4 
湖明  月背里 6-5 月背里 7-3 
仁巾               月背里 1-2 
湖星  月背里 6-2 
太白        月背里 8-3  月背里 10-2 
甫元  月背里 7-1 
末龍  月背里 7-2 月背里 8-1  月背里 6-4 
守陽  月背里 2-5 
鉄柱  月背里 2-2 月背里 4-4  月背里 5-1 
泗明  月背里 5-4 
庭敏  月背里 6-4 
漢迪        月背里 10-3 月背里 8-2 
永迪        月背里 1-2 
仁迪        月背里 3-2 
成甲        月背里 1-5  月背里 1-3 
應甲               月背里 1-5 
仲甲        月背里 10-1 月背里 8-1 
萬甲                月背里 10-5 
儀化                        月背里 4-4 
聖□                        月背里 2-2 
漢冑        月背里 2-3 
李氏                月背里 11-3 
起甲                月背里 2-1 
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戸首たちの祖父以下の世代で戸数が増加して集団化したことが確認される。このことから
推して、月背地域社会において父系親族の集団化が始まった時期は壬辰倭乱以後のことだ
ったということが確認される。 
これらの 18 集団のうち、遠徳里の金海金氏 C（8 戸）は早くも 1729 年には姿を消し、
二里の達城徐氏（6 戸）も 1783 年には消滅している。そして 1690 年には 23 戸で丹陽禹
氏に次ぐ規模をもっていた月背里の金海金氏（金海金氏 B）を含む 6 つの集団 － 金海金
氏Ｂ、大邱白氏（遠徳里 9 戸）、竹山宋氏（二里 9 戸）、南平張氏（辰泉里 8 戸）、
星州李氏 C（二里 6 戸）、永川李氏（禾田里 6 戸） － は 1858 年には 1 戸も残ってお
らず、この他にも辰泉里の慶州崔氏 E（9 戸から 3 戸に）、二里の星州李氏 B（9 戸から 1
戸に）、一里の晋州姜氏（6 戸から 1 戸に）も大幅に戸数を減らしていた。1690 年時点で
丹陽禹氏に次ぐ規模を有していた月背里の金海金氏の消長については、[系譜９]の通りで
ある。 
 他方、1690 年以後に 6 戸以上の規模に成長した 10 集団のうち、1858 年に 6 戸以上の
規模を維持していたのは桃源洞の高霊金氏（10 戸）と一里の大丘徐氏（9 戸）および清州
韓氏（8 戸）だけである。 
 対象地域全体の戸籍が残っている 1690 年、1783 年、1858 年についてみると、時代が
進むにつれて親族集団が次第に淘汰されてゆく様子がうかがわれる。全期間を通じて着実
に規模を拡大してきた集団がある一方で、消滅したり、規模が縮小したり、あるいは中間
で出現しながら定着しえずに衰退した集団があったのである。 
このような集団の入れ替わりはその後も続く。1990 年代半ばまでトバギとして存続して
いたのが 7 集団だったということは、1858 年の 12 集団のうち祖岩坊の慶州崔氏を含む 5
集団がその後 130 年の間に月背地域から姿を消してしまったということなのである。 
 
３．戸のレベルにおける持続性と流動性 － 朝鮮時代 －  
 
 前節においては、いずれかの時期において 6 戸以上の集団を形成した人々について、そ
の集団を単位とした持続性と流動性を検討した。本節では、全ての戸を対象とし、父系の
系譜による祖先と子孫の関係に注目して、地域社会構成員の連続性および流動性を検討し
てみる。ただし 18 世紀を中心とする時期は両親と同居して戸の後継者になるのがどの子
嶋 韓国の地域社会の長期的展開 
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かという点で大きな変化がおこった時期に相当するので21、本節での分析は戸そのものの
持続性ではなく、戸首個人が父系の祖先と同じ地域に住んでいるか、および同じ地域に子
孫を残しているかという点に限定される22。記述の便宜上、1690 年をⅠ期、1720～32 年
をⅡ期、1783 年をⅢ期、1858 年をⅣ期とし、時期間でどの程度の持続性／流動性が見ら
れるかを検討する。[表１] に示したように、Ⅱ期と呼ぶことにした 18 世紀前半には対象
地域全体の戸籍がそろっている年代がない。そこで、租岩坊甘泉里・一里・二里について
は 1732 年、月背坊上仁里・月背里・蔡亭里・遠徳里については 1729 年、そして月背坊桃
源里・辰泉里・五福村については 1720 年の記録を用いることにした。このようにⅡ期の
総戸数 479 戸は 1720～32 年という前後 12 年の差のある数字を便宜上合わせたものであ
り、全ての戸について同じ条件で比較することにはならないが、おおよその傾向は把握で
きると思われる。 
 
 [表３－１，２] の各列は次のような意味である。 
 有祖先戸：前の時期の月背地域（租岩坊・月背坊）の戸籍の中に父系の祖先を確認でき
る戸。 
 祖先不明戸／子孫不明戸：戸首が女性であるか、または戸籍原本の破損により戸首名が
判読できないために、前後の時期の戸との間で父系の系譜関係の有無を判定
することが出来ない戸。 
 有子孫戸：次の時期の戸籍に父系子孫の存在が確認される戸。 
 地域外転入戸：前の時期の月背地域の戸籍に父系の祖先が居ないので、地域外から転入
したものと判断される戸。 
 地域内転入戸：月背地域内部で里を移動した戸 
 
 親族集団規模： A 31 戸以上 
         B 21 - 30 戸 
 
21 17 世紀末～18 世紀前半においては、成人した息子は独立の戸を立てる傾向が強く、両親と
同居を続けるのは末子である確立が高かった。ただしこれは統計的な傾向であって、末子相続
というような規範があったわけではない。長男夫婦が両親と同居し、次男以下が分出するとい
うパターンが現れるのは、月背地域の場合、18 世紀後半以降である。（拙稿 2004） 
22 それぞれの戸がいずれかの子に継承されて持続したかどうかを論じるためには 3 年ごとに
作成される戸籍を連続的に検討して確認する必要がある。 
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         C 11 - 20 戸 
         D  6 - 20 戸 
         E  2 -  5 戸 
         単 単独戸 
 
 戸レベルでの持続性と流動性については、子孫の側からの持続性（祖先と同一地域内に
住み続ける）と祖先の側からの持続性（同一地域内に子孫を残す）の両面から考察する必
要がある。 
 
３－１ 祖先の地に住み続ける 
 最初に、祖先と同じ地域に居住し続けた子孫がどの程度いるかを見てみよう([表３－
１])。Ⅱ期の総戸数 479 戸のうち、その父系祖先をⅠ期（30～42 年前）の戸籍のなかに確
認できるものは 269 戸（56.2%）である。次のⅢ期の 484 戸中でⅡ期（51～63 年前）に
祖先が月背地域内にいたものは 249 戸（51.4%）である。そしてⅣ期の 432 戸中、Ⅲ期（75
年前）に地域内に祖先がいたものは 204 戸（47.2%）である。つまり各時期の全世帯の半
分程度は前時期以来同じ地域に住み続けていたわけである。 
[表３－１]の数字の裏面が戸のレベルでの流動性を示している。Ⅱ期の戸のうち、59 戸
（12.3%）の祖先不明戸（祖先の戸が地域内にいたのかいなかったのかを確認することの
できない戸）を除外するとしても、151 戸（31.5%）は確実にⅠ期以来 30～42 年間に租岩
坊・月背坊以外の地域から転入して来た戸である。祖先不明戸を加えれば、転入戸は最大
で 43.8%に達する。同様に、Ⅲ期の 484 戸のうち先立つ 63～51 年間の転入戸は少なく
とも 185 戸（38.2%）、最大では 235 戸（48.6%）であり、Ⅳ期の 432 戸のうち最低 215
戸（49.8%）、最大で 228 戸（52.8%）はそれ以前の 75 年間の転入戸なのである。 
 このように全体としては非常に高い流動性がみられるが、そこには集団の規模によって
相当に大きい差があったようである。すなわち規模が 6 戸以上の父系親族集団に所属する
戸の場合には、全期間を通じて 80%以上の戸が祖先と同じ地域内に居住し続けているのに
たいして、5 戸以下の規模の集団に所属する戸の場合にはその比率は激減し、単独戸の場
合には同一地域に住み続けることが極めて困難だった様子がうかがわれる。集団化するこ
とは地域社会に定着する（居残る）うえで重要な要因になっていたのである。 
嶋 韓国の地域社会の長期的展開 
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表３－１ 祖先の地に居住し続ける子孫 
 
時期
 
総戸数
 
親族集団規模
 
該当戸数
 
有祖先戸
 
祖先不明戸
 
有祖先率
 
地域外転入戸
 
地域内転入戸
 
地域外転入戸率
 
A 31 27 1 87.1%       
B 68 66 0 97.1%    
C 57 53 0 93.0%    
D 55 51 0 92.7%    
E 101 58 0 57.4%    
単 122 14 13 11.5%    
不明 45  45 0.0%    
Ⅱ
期 479
全体 479 269 59 56.2% 152 24 31.7% 
          
A 88 78 0 88.6%       
B 23 20 0 87.0%    
C 72 67 1 93.1%    
D 44 37 0 84.1%    
E 84 40 1 47.6%    
単 129 7 4 5.4%    
不明 44  44 0.0%    
Ⅲ
期 484
全体 484 249 50 51.4% 185 16 38.2% 
          
A 133 115 0 86.5%       
B 0  0 0.0%    
C 31 25 0 80.6%    
D 37 33 0 89.2%    
E 103 22 0 21.4%    
単 115 9 0 7.8%    
不明 13  13 0.0%    
Ⅳ
期 432
全体 432 204 13 47.2% 215 23 49.8% 
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３－２ 地域内に子孫を残す 
 次に同じ状況を祖先
の側から、どれだけの
戸が子孫を残せたかと
いう視点で検討してみ
よう。[表３－２] の有
子孫戸の欄に注目する
と、Ⅰ期の 463 戸中、
30～42 年後にあたる
Ⅱ期まで直接の子孫を
同一地域内に１戸でも
残したのは 173 戸
（37.4%）、Ⅱ期の 479
戸のうちⅢ期まで子孫
を残したのは 121 戸
（25.3%）、そしてⅢ期
の 484 戸のうち 1858
年にまだ子孫が残って
い た の は 94 戸
（19.4%）にすぎない。
子孫を同じ地域内に残
すことができたのはご
く一部の戸だけだった
ことがわかる。 
表３－２ 地域内に子孫を残す 
時期 総戸数
親族集
団規模
該当
戸 
有子孫
戸 
子孫 
不明戸 
有子孫
率 
A 0       
B 47 33 0 70.2% 
C 29 21 0 72.4% 
D 108 60 0 55.6% 
E 145 51 0 35.2% 
単 125 8 6 6.4% 
不明 9  9 0.0% 
Ⅰ期 463 
全体 463 173 15 37.4% 
       
A 31 21 1 67.7% 
B 68 24 0 35.3% 
C 57 29 0 50.9% 
D 55 19 0 34.5% 
E 101 23 0 22.8% 
単 122 5 11 4.1% 
不明 45  45 0.0% 
Ⅱ期 479 
全体 479 121 57 25.3% 
       
A 88 37 0 42.0% 
B 23 8 0 34.8% 
C 72 22 0 30.6% 
D 44 7 0 15.9% 
E 84 14 0 16.7% 
単 129 6 3 4.7% 
不明 44  44 0.0% 
Ⅲ期 484 
全体 484 94 47 19.4% 
子孫の側から見たときと祖先の側から見たときの残存率の差は、規模の大きな親族集団
に属する戸でも同一地域内に子孫を残すことのできなかったものが多かったことに起因す
る。例えば 1783 年に規模A（31 戸以上）の親族集団に属していた 88 戸のうちでも、75
年後の 1858 年まで直系の子孫23を残したのは 37 戸（42%）に過ぎなかった。 
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23 「直系」とは、日本の場合のように「家」を単位としたものではなく、単系的出自体系にお
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 集団化することは居残りに有利ではあっても、それを保証するものではなかった。集団
としては持続した場合でも、戸のレベルで検討すると、定着を達成したのはその一部だけ
だった。最も順調に集団規模を拡大させ、全体として最も高い定着度を示している丹陽禹
氏の場合でも、子孫を残さなかった戸や、転出した戸があったのである。 
 
 以上、親族集団と戸の二つのレベルで、地域社会構成員の流動性が非常に高かったこと
を指摘した。これを里という地理的な範囲と組み合わせると、地域社会内部での移動につ
いてもう一つの特徴が浮かび上がってくる。租岩坊の慶州崔氏が一里から二里へと中心地
を移していったこと、丹陽禹氏の分布が上仁里を中心としながら一里・甘泉里・二里・蔡
亭里と拡大していったこと、密陽孫氏と星山全氏が月背里・蔡亭里・遠徳里という近接す
る集落の間で移動したことは、トバギ集団の来歴の説明に際して触れたとおりである。し 
かし月背地域内の里のあいだで戸の移動が確認される事例は、この他には極めて少ない。
それは [表３－１] でも地域内転入率が極めて低いという形で数字になって現れている。
全体として流動性が非常に高く、その意味で行政単位としての里が閉鎖性を伴っていない 
ように見えるにもかかわらず、同一地域社会のなかの隣接する里間での転出入が少ないの
はどのような理由によるものなのか、さらに検討を要する課題である。 
 
４．韓国社会および韓国社会研究における門中の位置づけ 
 
 本稿で取り上げた地域社会構成の三つのレベルのうち、集落のレベルでは、扇状地とい
う当該地域の自然環境的条件に規定される部分が大きいために、少なくとも開拓が一定の
水準に達した以後、特に戸籍や植民地時代以降の地図によって確認できるように、17 世紀
から 20 世紀後半にいたるまで、数と位置の両面で持続性が特徴的である。しかし親族集
団と家族のレベルでの流動性はきわめて大きなものであり、朝鮮時代後期以降の農村地域
を自然部落に基盤をおく安定した社会だったとみることは、実態と大きくかけ離れている
といわざるをえない。 
 韓国の親族制度史に関するこれまでの研究によって、17 世紀後半から 18 世紀にかけて
の時期は、相続制度における子女均分制から長男優待男子不均等相続制への転換、系譜認
 
ける patri-lineal descendants を指す。 
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知の原則における双方出自から父系出自への転換、それらと平行する儒教式祖先祭祀の普
及など、親族体系や慣行に大きな変化が起こってきた時期であったことが示されている。
筆者がこれまで月背地域の戸籍を利用して行ってきた家族構造の分析においても、長男が
結婚後も両親と同居してその跡継ぎになるという規範の成立は 18 世紀半ば以降であった
ことを確認している（拙稿 1992、2004a,b）。本稿で検討したトバギの集団化は、それら
の変化にやや先行するかたちで、父系親族集団が形成され始めていたことを示すものと言
えよう。 
 東アジア諸社会において朱子学が広く受容される時期と農業経営方式が変化する時期と
の平行関係に着目した宮嶋は、それを「小農社会の成立」という言葉で表現した。それは
「まず人口と耕地の増加が平行する段階を経たうえで、耕地の増加が沈静化し、単位面積
あたりの生産量の増大を追求する集約化の段階に入って成立した」(宮嶋 2004、p.84)と
いう。同じく宮嶋は、祖岩坊の量案（朝鮮時代の土地台帳）について、甲戌量案(1634 年)
と庚子量案（1721 年）を比較すると、その間に開発されたことを示す「加」の土地が少な
いことから、この一帯で農地として開発できる土地が限度に近づいていたと推測する(宮嶋 
2005)。そのような状況のなかで新たに成立してきた父系親族集団が後にトバギと呼ばれ
るようになるのだが、この時期に普及してきた儒教的な形式の祖先祭祀、特に遠い祖先(地
域社会においてはとりわけ入郷祖)を祀る時享祭24は、これらの地域的父系親族集団を統合
するという重要な機能を担うことになった。その意味で、宮嶋の言う小農社会の成立は、
社会組織のレベルでは「門中の時代の幕開け」であったといえよう。ただしその変化は一
気に進行したのではなく、集団によってかなりの時間差があったものと思われる25。 
20 世紀末まで月背地域に留まった 7 つの集団と、20 世紀後半まで存続していたもう一
つの集団について、それぞれの歴史と現状についておこなった現地調査においては、本稿
の２－１に示したように、①族譜に記録された系譜を解説するなかで、族譜には書かれて
 
24 儒教式の祖先祭祀には、このほかに 4 世代以内の祖先の命日に行う忌祭祀と、同じく 4 世代
以内の祖先全体に対して一年に何度かの名節のおりに行う茶礼がある。 
25 丹陽禹氏の門中契の創設は 17 世紀中期だが、他の集団はそれより遅く、18 世紀末から 19
世紀に至って派譜の編纂などの組織的行為を行った集団もあったようである（拙稿2007参照）。
李海濬は、同族マウルの実質的形成について、入郷時期として伝えられているよりも実は１～2
世紀遅れて、18 世紀中期以降にずれ込むという（李海濬 2006，pp.51-2）。これを月背地域
のトバギ集団の事例に則していうならば、入郷時期よりも 1～2 世紀遅れて 17 世紀中期以降に
集団化がはじまるが、門中形成の時期はそれよりも遅れて、多くの場合 18 世紀中期以降にず
れ込む、ということになろう。 
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いない祖先の入郷定着にまつわる伝承、②インフォーマントたちの記憶にある門中の昔の
すがた、特にいずれの門中においても植民地統治からの解放直後ごろには現在よりずっと
戸数が多かったということ、そして③彼らの生活をめぐる状況が近年の都市化によってい
かに急速に変化しているかということが話題の中心であった26。特に②と③から共通に聞
こえてくるのは、親族の離散が近年の経済成長を背景とした職業変化に伴う転出と、月背
地域そのものの都市化によるものだという説明である。しかし彼らの祖先たちが同じトン
ネで共に暮らしてきた同村人の構成が、時代によってきわめて多様で流動的だったことは、
彼らの口承のなかには残されていない27。 
本稿の冒頭でも述べたとおり、門中は韓国の伝統的社会組織を代表するものの一つと見
なされ、多くの研究が蓄積されてきた。最終的に 20 世紀後半まで持続してきたトバギ集
団を中心にして振り返るならば、17 世紀中期～18 世紀に始まる「門中の時代」は長期的
に安定した時代であったように見えるかもしれない。しかしそのような長期的持続性は、
社会の歴史的過程のほんの一面に過ぎない。月背地域の戸籍分析の結果は、朝鮮時代後期
の社会が、親族集団のレベルにおいても、個々の戸のレベルにおいても、激しく流動して
いたことを示している。結果としてトバギと呼ばれるようになった集団の形成と持続は、
実際には激しい居残り競争のなかで展開されていたのであり、トバギ集団の内部において
も居残りに成功したのはその一部にかぎられていたことの意味をもっと重視すべきであろ
う。門中は父系的系譜関係によって組織され、祖先祭祀はそれを行為として体現する。し
かし門中形成は一定の場所（集落）への定着と集団化を前提とする。この時代の地理的流
動性の高さを考えると、新しく普及してきた行為規範を自らは実践できない人々が多数存
在していたであろうことも確かである。 
 
５．残された課題：移動する人々 
 
本稿の分析から明らかなように、門中は一定の地域に定着し得た幸運な少数者happy 
minoritiesの組織である。これに対して流動していた多数者の状況については、それを解
 
26 都市化による変化の様相については、拙稿 2002 参照。 
27 唯一の例外は集団全体が転出してしまった祖岩坊の慶州崔氏の場合で、[系譜２]のＡの後孫
は 18 世紀中期以降に慶尚南道慶州地方に転出し、また B の後孫の一部は 19 世紀前半から中期
にかけて忠清南道唐津地方に転出したことが伝えられていた。 
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明する手がかりがないために、ほとんど考察されてこなかった。同じ祖先の子孫でありな
がら他出した者の子孫の一部（その大半は新たに定着した土地に結成された下位門中の代
表者）が時享祭に参加することを通じて元の拠点に残った上位門中との繋がりを維持した
り、近年に転出した者がその繋がりを強化するために拠点に残った近い親族と共に新しい
下位門中を形成したりする事例(拙稿 1978)、あるいは数世代にわたる移動の後にある土地
に定着して拠点を形成した人々が、祖先の系譜を尋ねて、新しい族譜編纂に際してそこに
参入してくる事例(拙稿 1997b)などは、定着する人々と移動する人々との相互関係を考察
する手がかりとして見直すこともできる。しかし[表 2]においては、一旦定着して集団化し
たかにみえた人々が、その後にまた地域社会から姿を消してゆく例が多いことも確認した
28。あるいは拠点を次々に移してゆくと言うべきだろうか。このような状況からすると、
族譜に記された系譜、特に墓の所在地に関する情報は、まさにこの拠点移動という視点か
ら改めて考察し直す価値があろう29。1970 年代半ばに調査した農村の事例が思い起こされ
る30。 
以上のような長期的展望に照らすとき、フィールドワークに基づいて行われてきた農村
研究では、村落社会における移動する人々、言い換えれば現在の居住地が一時的生活拠点
 
28 拙稿 1998 の Appendix では、1701 年という早い時期に共同で族譜を編纂した人々（京
畿道北部、忠清道北西部及び北東部、慶尚道中部海岸地域という遠く離れた地方の 9 つの郡に
わたって住んでいた）の系譜が、その後の同じ氏族の族譜からほぼ完全に漏落してしまった事
例を紹介した。 
29 川島 1974 はその視点から族譜に注目した早期の研究の例である。筆者が族譜を用いて氏
族制度の展開を考察した際にも、最初に手がかりを求めたのは墓の位置に関する情報だった（拙
稿 1987、1998）。  
30 全羅南道の青山洞（仮称）という村（世帯総数 62）には、その村を中心地（拠点）とする
門中が 4 つ（合わせて 33 世帯）存在した。そのうちの 1 つは羅州八大姓（羅州郡内に本貫の
地を持ち、始祖の時代から住み続けてきた生え抜きの氏族）に数えられる土着氏族の大宗家を
擁しており、もう二つは羅州客班五李（他の地方から来住して定着し、郡内に有力な地位を確
保するようになった 5 つの李氏）に数えられる氏族に属する人々の門中だった。しかしこれら
も含め、4 つの門中の祖先が青山洞の村そのものに転入・定着したのは、いずれも 19 世紀半ば
以降のことだった。羅州八大姓に数えられる門中の大宗家の場合には、20 キロほど離れた場所
にある高麗時代の始祖以来住み続けてきた世居地から門中の先山（墓地）や位土（共有の田畑）
のある青山洞への移住であり、門中組織そのものの拠点は元の村に置かれていたといえる。そ
の他の門中の場合は転々と各地を移住した末に、やっと青山洞で定着したというのが実情のよ
うであった。客班五李に数えられる氏族に属する門中の場合も、彼らの氏族が客班五李と呼ば
れる地位を確保したのは、青山洞に定着した小さな分派の故ではない。後者の 3 つの門中を含
めて、筆者が青山洞で観察・分析したのは、定着後たかだか 100～120 年にしかならない人々
の、しかし同時に少なくともそれだけの期間にわたって定着し集団化することの出来た人々の、
門中組織の現状だったのである（拙稿 1978）。 
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に過ぎないような人々についての考察は、不十分であったと認めなければならない。移動
のさなかにあった人々の状況の解明は、今後に残された課題である。移住先をどのように
選定し、そこでどのように生活基盤（小作地など）を確保し、社会的にどのように位置づ
けられるかというようなことに注意を向ける必要があろう31。 
移住先の選定に際して利用される社会的ネットワークの一つとして、姻戚関係が考えら
れる。例えば植民地期初期の上仁洞に徳山学校という私立の教育機関を創設した尹相泰
（1882 年、金海郡生まれ）という人物の父は、玄風郡守を務めた後に高霊郡星山面に移居
して経済的に成功し、相泰自身も巨済島の郡守を務めた後に、姉が上仁洞の禹氏に嫁いで
いた関係で上仁洞に移居した（古川 2007: 131）。姻戚関係を利用して移住するのは、こ
のように地位が高く経済力があって交際範囲（≒通婚範囲）の広い階層の人々だけではな
い。だが、他地域から転入してくる戸の比率の高さ（[表 3－1]）に対して、妻家（妻の実
家）や外家（母の実家）が同じ里内に確認される比率は、各期の総戸数にたいしてⅡ期で
9.7%、Ⅲ期で 14.7%、Ⅳ期で 8.5%であり、同時期の新規転入戸だけに限ってみても、転
入した里内に姻戚が住んでいるのは転入戸数の 4 分の 1 から 5 分の 1 に留まっている32。
姻戚関係が移住の重要な契機の一つであることは確かだが、それ以外にも多様な契機があ
ったとみなければならない。また桃源里の高霊金氏のように、姻戚関係で転入した戸が定
着してトバギ化した例もなくはないが、婚姻関係の有無にかかわらず、転入戸の大半は同
じ里内に子孫を残すことなく、次の時期までに再び転出して姿を消してしまうのが実情で
ある。 
村落社会内における世帯の位置づけについては、70 年代以降の農村におけるフィールド
ワークの経験を通してみるかぎり、村落組織の運営は契の形式を取ることが多く、その場
合には転入世帯も従来からの居住世帯も、契の構成員としては一定の範囲内で対等の権
利・義務を有するのが普通であった。その意味で、村落社会は排他的ではなかった。村落
運営組織としての契は、門中とは対照的な原理に基づく社会組織である（Brandt 1971, 伊
藤 1977）。 
この状態をどこまで過去に遡及して投影できるかは慎重に判断しなければなるまい。し
 
31 菅原 2006 は、農村地域で移動しながら農業を営んできたある家族のライフヒストリーを
描いており、貴重な報告である。 
32 拙稿 1997a。このときの分析には 1720 年の戸籍を含まず、また全時期に渡って辰泉里・
五福村・新基里も分析範囲に入っていないという限界がある。 
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かし朝鮮時代後期の農村社会を分析した李海濬が、士族支配秩序の下位構造として注目し
た基層民の組織としての村契について、「生活共同体として村落の生業や日常儀礼・共同
行事・作業を通じて結ばれた組織」であり「村落構成員であれば誰でも参加できる開放さ
れた組織であり（中略）互恵的で均等な関係を維持しながら運営されていたとみられる」
（李海濬 2006:173-4）と想定しているところから推して、両者のあいだにかなり連続的
な性格を認めることができるのではないだろうか。とすれば、村落組織の契的運営方式は、
移住者を受け入れて村内に位置づける制度的な装置として、無視することのできない重要
な機能を果たしてきたと言えそうである。そのような視角から、村落社会組織としての契
とその構成員の出入りの実態の解明が求められる33。 
 
朝鮮時代後期以来のこの高い地域的流動性は、植民地期における日本や満州への移住（こ
れが在日韓国・朝鮮人や中国朝鮮族の存在に連続する）、そして現在見られる韓国人の世界
的なディアスポラ化現象にまでつながってゆくものと考えられる。彼らはまさに“移動の
さなかにある人々”である。しかしその移動は、姻戚関係や村落社会の契的運営方式など
で説明できるような範囲を超えている。その背後にもっと根本的な問い、例えば人間のあ
り方に関する認識の特性などを探る必要があろう34。ただしその面を強調しすぎると本質
論に陥りかねないことにも注意が必要である。 
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